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平成２９年度病院事業概要　総括　　　

院長　真鍋恭弘

　平成２９年度は、 平成３０年春の診療報酬大改訂への最後の一年という大き

な意味がある中、 病院の活動方針を以下に定めました。

１、地域包括ケアシステム拠点病院の役割と、必要とされる力を明確にし、ビジョ

ン実現までの実行計画をもとに取り組む。 （地域包括ケアシステム）

２、 医療の質と業務効率の向上につながる取り組みに力を入れ、 一流を目指

そう。 （改善）

３、 全職員が医療者としてのやりがいを高める。 （やりがい）

　地域包括ケアシステムの拠点病院としての課題やプロジェクトの遂行と共に、

医療の質を高める取り組み、 医療者としてのやりがいを高める活動に力を入れ

て行きました。

　地域包括ケアシステムの拠点病院としての課題やプロジェクトの遂行につい

ては、 中期計画に沿った実績を残せたと思います。 南館増築工事の開始、 駐

車場の整備、 消化器センターの設立が大きな実績です。

　医療の質を高める取り組みとしては学術面の飛躍が大きく、 富山県医学会に

は１２の発表を行い、 ポスターセッションで最優秀賞と優秀賞を受賞しました。

　職員のやりがいを高める活動では、 新しい人事制度を導入したことが大きな

成果です。 職員を公正に評価し、 その努力と成果に報いる仕組みを作ることが

できました。

　また、 記憶に残る出来事としては、 昭和５６年以来の豪雪です。 平時なら車

で１０分の通勤が、 大渋滞に巻き込まれ２時間以上かかった職員、 車の移動は

無理と判断し自宅から徒歩で２時間かけて来てくれた職員もいました。

　様々なことが起こった平成２９年度でしたが、 ビジョン実現に向けて確かな

一歩を刻んだ年であったと思います。
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